
エソゃトンボ S07nαtochlor，α viádùzeneα~ viriduleneaU'HLElミ

の生活史ならびにオオエプトンボ S‘りzバdiaenω

αtrovu-ens SELYS の幼虫j坊について※

宮)[1 

Kozo MIY AKA W A: Life白historyof Somαtochlora vu-id7:aenea 

vin:diaenea UHLER with notes of nymphs of S. viadiaenω 

正ltro乙，irensSEL YS ( Odona ta， Cord u1iinae) 

エゾトンボ SOJJl川 ochloravirid7:acnωUHL江沢の幼虫にi主jL-Cは， これまで，終令幼虫

の分以に1)せする朝比奈(1959) とオオエゾトンボの飼育に関する尾花(1968) の半li~とがある

のみで，y)):kJmの詳細はほとんど、未知である。

筆者は1967年 8月ヲ長野県七(平高原で得たエゾトンボ Somatochlorどよ りin:diaenω m.rι
diaenω の卵を東京でふ化させ，羽化するまで飼育して生活史に関する若干のうJ1見を得た。

本報には，幼虫の令Jt月，外部形態，習性および幼虫JtJ]の長さの概要を述べるとともに，す-1

令JtJJにおける外部形態をオオエゾトンボ S.vI7・1・diaencaat7・ovircnsと比較して記載するこ

とにした1:、。

本文に先立ち，常々御DJr言を賜っている朝比奈正二l~rS先生ならびに安Jj~~裕先生にj手く御礼

申しとげるとともに，オオエゾトン ;-J-'Zの貴重な幼虫脱皮殻標本を快く御与 1"さった尾花茂

氏に心から感謝致します。

材料および方法

材料は， 1967~1三 8 )=j 241ゴラ長野県の ?~il\J~T で'j!itD I1 I:II のエゾトン ;-J-'Z SOI7ωtochlora v 

'viridiaenca lllit 1民より i!:}jゴ/J650W，iの卯およびそA1ノから発作l.た幼虫で， 1]11たJI又"ef.し/こ佐

器はポリエチレン製(直径 23mm，深さ 10mm，有益)であるの京;J~の実験室では誌をは

ずし水を rmプじするのみでふ化すゐまで }jxi置した。ふ化した幼虫 &1))1]の ~!f{:'{:数f[èi に集団で移

し，従米通りのブ7法 CI~OII1969， 1970)で飼育観察した。 オオエゾトンボ S， v. atro'U7:rcns 

&1大阪産の尾花氏飼育幼虫のm~成政tをJlj l、た。幼虫の計測v:::.&ttitll艮ミク lコメーターを，持il孟!

にはアツベのカメラノレシ夕、、吉山JlJした。

観察および結果

幼虫の令期

令JWの判定に(lDJirl-Jと後趨芽長をj召し、た(宮)1 [ 1969， 1970，安藤・宮)111970) 0全幼虫の!JJ{

1'1]を対数 13盛でプロットするとiヌ11Vこ示したように12~1;手に分かれる。 ヴ]， 11815)1]にmo広を鋭

察したがIJで、!Jj{rlJ の tl;~加をみるとこの 11干の選移と一致するので 1 つの併が 1 つの令を示すと

みなされる。従っ』て本経幼虫の令JJ)]の数は12と判定できる。また 1化性幼虫と半化性(幼虫

期に 2 年をMするもの〉幼虫の!日jに差異はみられない。 I~obert (1959)が観察した S.me-

※ 京京教育大学理学部!司、J)Î~菅平戸;fíJ京生物実験所楽私立 ~n9号
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tallicα の令期の数も12であり，本種と一致する。
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@1  検査した全幼虫の頭巾を対数百盛で示したもの，上段一化性，下段

Fig. 1 Logarhythmic plotting of head width of nymphs examined. 

卵と幼虫の外部形態

幼虫期の号l-iJl.1Jおよび数量的特徴は表 lにまとめた。

表] エゾトンボ Somatochlorav. viァidiaeneα幼虫の特徴

Table 1 Characters of nymphal stage of Somatochlora viridiacneμ viridiμeneα 

頭 ItJ I触角節数 If腕児数 i組IJ刺毛数 I~IJI J:I的裂数|鮒節数|後迦芽長
Head width I Number of I Number of I Number of I Nu凶 )erof I Number of I Hind 

(mm) 片山nnal I ~=~~en凶 I p~，lp~l ! dentation I ~~~s~l 
I segments I setae I setae of labial I segments 
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1. iJI3 (図 2 a) 

一般のトンボ科のものと変らず，産卵!日j:は淡黄色，後に赤褐色に変わる

いを持つ。

2. 1令幼虫 (IZ]2 ) 

体!犯頑丈な幼虫で、表)J乙に色素は発達しなし、。頭部背fliiに!顕著な 1対の突起があり，その

]頁古Isに多又した 1本の毛を生ずる (1玄12c)， 複 11艮背而の I)~ 縁に近く， 毛束を:J~ C，制限)直

面にも同様な毛を生ずる。角~;fiJv よ 3 節より成る。下唇はII]rL くヲ !Ug~Îリ毛を欠き本の~lIJ刺

毛を有する。側片前縁の断列は 7r-..J 8の歯より成り，歯には小刻毛を欠く O 胸肢のJJ霊節末端

の腹部に 5又または6又した 1対の毛を生ずる。開節数は 1・1・1で，開節腹i函には 4対

の毛が長qql!に沿って分布する。 腹部背面には縦に 4 列の毛を生ずる。背紋と1J11j~球はない。

3. :2令幼虫 (1頚3 f) 

1令幼虫と1J).、るが次のような点で呉なる。頭部背fiIJの突起は残るが，多又した毛に代って

ゼラチン質の被
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¥El2 卵および l令幼虫

a J)fJ， b 令幼虫 (a，b は向尺)， c 頭部背IIIIの突起からでた屯，

cl M~i{J ， ef  )rL f Ij-I肢末端 (c~ fはJdJ尺)

Fig. 2 1ミggand 1st Instar llymph 

il. egg， b. 1st instar， dorsal view， c. composit. spine-like sct.a on 

a pair of proじesses011 head dorsul1l， d. anf:enna， c. !abiuD1， 

f. tibial end and tarsus (a， b and c--f same scale， respectively) 

数本の毛てど ~L.ずる。 I~' )~{HlJ J~' 前縁の佳i の)r!;]縁に微小な 1!!J 1~1 を fii じ，出列の 3(:誌に l 本の小京IJ

毛がDUつれる。

4. 3 令幼虫 (I~ 3) 

2令に比して複i壌が背側後方へ突出するのが自立つ。複眼背面の内縁1111'近の毛束と 3 頭部

背面の 1 対の突)~vi変らずに存在する。触角は~192節が分裂して 4 節となる。 附ffi'i数は 1・1

• 1であるが， )J友iliiにある 4X~ の毛のうち基ブJ1 対を越えた部分にくびれが生じ，ここが後
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|玄13 2-3令幼虫
3-e 3令幼虫， 日 VJ'ihl5背ifii，b ~~t打j ， c TI-IJ{JlJJ)~- ， d 1:11肢末端，
G 第 9JliL節の制11腕， f 2令幼虫下垢担1])~" 

Fig. 3 2nd and 3rd Instar nymphs 

a-e. :3rd instar， a. bead， dorsal view， b. antenna， c. labial 

palpus， d. tibial end and tarsus， e. laLeral spine of 9th abdominal 

segment， f. lubial p;Jlpus of 2nd Instal 

1971 

に分裂する。背蚊と側練が現われる。背腕は第 3----第 9)1友節の各中央部に円柱状の突起とし

て現われ，その先端はやや後方を向く，第 7)1主節のものが最も大きく，第 3， -'1節のものが

最も小さい。側械は第 8・第 9)JUf!I'jにとj三ずる。 T唇のM):¥-"ljij縁の歯の数は 7----8でliij令と変

らないが，小京IJ毛を拾っ出がj告す， !VLl片付毛数は-'1，側刺毛数は 2である。

5. 4令幼虫

附節数 2・2・2となり，背紋，側紋ともに発達する0

6. 5令幼虫 (1玄14)

複|俣の背後側方への突出は顕著で，後方をjr乱、た@Il長も;認められる。頭部背面jにある 1刻

の突起と複限内側1;付近の毛束は変らずに存在する。 削触~t戸戸ì'ごHは主対I~'使主話卸節í~行'jの;末~末|友ミリ古封汗焔;;品品ji品ljμjカ

るo 11時i凶3れ.寸Vにこ 4主節i目7のf他出体があるが， 末封端[品j のくびび‘jれ1叫v;イ主士!顕品訟#頑I~兵r者若詰若:でで、あつて， ここが分裂することは切らか



35 

である。下唇中片の前縁は直線状であるが， i前誌令までで、のi出盟状に比して仁中i

れる。下唇側):j-níï縁の歯列には 2 本の小京IJ毛を生ずる泌が現われる。 W~J~iiJ毛数と側刺毛数は

それぞれ 4， 2--3 である。前JJ旬背面肩部に突起が~-t じ，仁iご1 ・後胸背而には趨5Fが側方を ifう

いた突起として生ずる。両者は位置，大きさ，向きともに，ほど共通である(図 4a)o郎知1

数は 2・2・2で変化ない。 背紋と {nij~凍は発達する。 第 9)j友節の側線は第10)1敏行の未すiijをj越

える。なお，第 9Jl夏節の後端は背側がj度{WJより短かくなるので，それに速なる第10絞i自の後

端は体の主ljiil!に対して大きい角度で背方を向くようになる。このため，幼虫を背面から見た

場合、第10腹節が第 9)復節に没するように見える。

7. 6令幼虫(図 5)

頭部の形態は前令と変らない。触角&ì~~~i~í1の ilk :JJで分裂して 6 長í'i となる。 "TJ器 1=1こJ):¥一部d訟は

I~lこi央が突出してへ字状になる。紺節数は， TiiT述の 4対の毛のうち法ブ]'2;あ:~l のものを越えた

エゾトンボの生活!と官)11卒三1971 
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下唇担IJ)¥"

C. antenna， 

5令幼虫

a y弘巧頭~~引!iぶ1"叩;リ出i日):お:おdよびj月J(句司 ;部~î弧貯出1刊r町):，口Zi背!

(C， c11買J)ミ〉

Fig. 45th instar nymph 

el. head and thorax， dorsal view， b. heac1， dor百 11view， 

d. labial palpus (C， d same scale) 

d 角~lfìjC TI]Jm)背i亙i，b 

0.5 mm  

@4  

トー
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部分で分裂して 3・3・3となる。前胸背面の麹芽類似の突起は変化せず》仁jコ・後胸の趨芽は

側方をi勾いたよく発達した突起となる。

8. 7令幼虫 (IZ!6 ) 

頭部背面は，複線内側の毛束と後部にある突起の他に，後側HfJ縁に沿った悶Ij毛列を生ずる。

G 
B 

~ 

lmm 

Iz15 ()令幼虫

a .0Jii~:I\ ， b fq~l(fléJ ， c-lご民{Jl.lJJj'， d 拘fff¥背fm， e liiiJj支末端 (CI

をi見山、て同尺〕

Fig. 56th instar nymph 

a. outline of right compound eye， b. antenna， c. labial palpus， 
d. thorax， dorsal view， e. tarsus. fore leg (same scale except d) 
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トー)存 iiM去の樹子IJ には 3 本の小見ilJ毛を有する指がJJ~われる。小京IJもはlih:総状に]列に波び，説j

鈎寄りにあるもの程短小である。指列の尚はゆるくなめらかになり，出の )~il *法部の微小な \~~I

1"\(土になる。触角i~í\j数は 6 であるが、 ~q'~l~í)の基節にくびれが生ずる。泊j~r(，主 jゾミ!合唱に向き，

j品'!I--になり， JJ旬{HI]板との境界ができら。この形状は終令幼虫まで、慌たれる。

9. 8令幼虫(¥玄17)

W'li:m背iYiiにある 1文句、jの突起は消滅するが， 政i県内 1l1JJ\;付近の毛~nt残る。;j本の毛よ i) J!見

る。 fÍJ~(角 i~í)数 vt ，~'N~ぽjの第 1 i~)が分裂して 7;布となる。 Iζ)喜の釈1]J¥'liij ~哉の l'ißiIJvこ(:1小見ilJ毛数 4

の断が現われるの j偲京U毛， {JIJ]京IJ毛数はそれぞれ.7;~ 9ラ !j ~5 となり， Ji'似iU戸じ(，1中火 2奇りの

ものが小さい。 liiT胸背部にある突起はj:l;U大する。

]
3
3
 

ば16 7令幼虫

a ÿl'U~l)1守ITlï ， b 触角 c 1')長制IJ);' d 同， i'i;iのJJl¥大 e 胸部

背iJ]I (aとe，bとCはそれぞれllij尺〉

Fig. 67th instar nymph. 

a. head， dorsal view， b. antenna， c. labial palpus， d. dentation or 

crenation， strongly enlarged， e. thorax， dorsal view (a and e， b and 

c same scale， respectively) 
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v 

lmm 

i玄17 8令幼虫

a ~J{部背ïIiï， b 触角 c 一下ドj属器側H七 ;

Fig. 7 8以thinstar nymph 1 

a. right compound eye， b. antenna， c. labial palpus， d. thOl・ax，dorsal 

view (same scale except d) 

l凶O. 9令幼虫

思頭i部:背寄市市iの7形診;状i伏犬幻lは土 8令と芝及変[らない。 下下宇)唇詩仁中i判1ササ)=片:j干;「守-Ti前i有]縁の仁中!

1971 

戸作角ご'jは約 15犯8
0

とな之る)D -I~-唇 {WJJî-前縁の{お列はさらになめらかになるが歯の数は 8~9 と変化

しない。 仁中i

!日1. 10令U幼j川H虫ミ (1図珂 8) 

凶行I~はTìíJ令と変らないが，?子市jにある複i限内{JlIjl(付近の毛束は相対的に成長しないので日立

たなくなる。 ー I~-J界中)j-J)iJifまはへ!千三1);:であるが，なす角はさらに鋭くなり約 113
0

である。 官[lj

Y，-1日j縁の体iにある 2列の小京IJ毛のうち内列のものは多い場合で 6本になる。 ni}腕背面の突起

(立後制Ij縁に移る傾向がある。後趨芥未認iiは第 2)鹿島討を越える。体斑は脱皮直後で鮮明である

(lxI8， f)。第 9)1以前腹部にとtJiï~(孔を示す変化が現われ， この状態、は終令までイ呆たれる。

12. 11令幼虫

ljJ(;;札下i唇，前胸部の形態は10令と大差ない。後趨芽の先端は第 4)1友節に達する。趨芽内

の気管分布は成虫週jWKと相似であるので，脱皮直後の新鮮な11GI体では後趨H工角部に相当する

部分の気管分布にvtií~雄の差が現われる。雄では)江三角室をつくる強礼、気管;脈をもっO 背紋は
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a ;jUiil¥Y干II'II， b-Iご}汗，じ F-JJ'~~ll1.lj): の
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Fig. 8 10th inslar nymph 

a. hcacl， clorsal vicw， b. labilll11、じ.

clentation or crenation o[ labial palplIs， 

(1. pro- ancl I11csothorax， clorsal view， 

c. wing-shcath忌、f. livinは nymph、

clursal vicw (samc scale exじeplc ancl 

f) 
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12:19 12 (終)令幼虫

a ~úimおよび胸部， b下)丹{HI]J¥.， c JlUií'l\よ ~:M-lliff([j， cl 引討し e 第 9

Jl Uüí'i Jlむ rmにある ~I三船孔( a， c， clは同尺)

Fig. 9 12th or llltirnate instar nymph 

a. heacl ancl rhorax， clorsal view， b. labial palJコllS， C. abclominal encl， 

clorsal view， cl. clorsal hook or micl-clorsal spine， lateral viev，、"

e. gonapophyses at venter of 9th abclominal segment (a， c， cl same 

scale) 

1971 

第 3~9 Jj友節にあり，第 7・8J自白ijのものが最も大きく， uiT後郊のものは次第に小さくな

くふ O 

13. 12令幼1~ (終令yJ);10 (I~l 9 ) 

形態はほ X、前令と同じであるが後趨非の先端は第 6JJ友節に達する。 体U{は10令 (1玄18f) 

と変らないが，新鮮な 11~~体でのみみられ，成熟すると消失する。変態 Jþ]に入った個体は体色

よ!日ヒし，緑色をrij;びるものがある。{由経でみられる下唇の小斑紋(朝比奈ラ 1959)は本経で

は発達しなL、。

14 成長にともなう形態変化
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1令幼虫¥'=:.~主 mt~:ii~背lf!î vこ多又 Ltこ感覚毛が突起の上(/こ発達するが， 2-0から消失して数本

の毛に代り， 8令以後のうを起も消失する。 Corbet(1962)が引用した Lieftinckのi認に

よると Cordulu"daeの 1令幼虫にも似た突起と感覚毛がある。 1令幼虫の)J旬)]支j毘節末端の腹

部にある，枝分かれした毛は成長とともに校がなくなる。この傾向はハラピロト γボでも同

様であるぐ宮)11，1970)。麹芽および尾毛~i 5 令で'I!~われ， 体の部分より大きい成長率で終

令まで'll;r:大してL、く。背紋と側赫は 3令で現われ， 5--6令で相対的j??大は終わり，以後終

令まで他の部分とi可比率で成長する。外部にみえる性徴(，;UO令で第 9Jl望節J!u市i にJJi~~)h ，ま

た11令で、趨3干の気管J1京分布に現われる。

fÍJ~zfÉJぽj数は， J京 HIJ として令で 3 節 4 令で鞭í~í'jが分裂して 4 í~í'j ， 5令で特別1の未知が

分裂して 5í~í'j ， 6 令で縦長谷の2!I~i~l'iが分裂して 6 í乳 8 令で刊を節の;lì~í~í]が分裂して 7 節 vこな i) ， 

以後変らない。このJI慎j芋は程内では個体差がなく鼠IHlでは同じ場合と異なる場令があるので

現在系統的に研究仁i二lである。

下唇の形態は成長とともに変化する。中jjeのijiJ縁は 1令では凹んでいるが次第に突出して

“への字"状になる。~lIJ)干の前縁の歯列は若令のものお11唆烈で次第になめらかになるーブj，

最初は指縁に小刻毛を欠くが，次第に数を増す。

全幼虫期に共通な特徴をあげると， -F唇側):¥-のi11T縁にある歯列vj、7'"'--'9のi却を持つこと，

頭部背面の複限内側に近く 3-4本の毛より成る毛束を有することである。複i恨1)ョ{JlIJの毛束

は Ly7イothenus幼虫でも同様に観察された。

15 前胸背面の突出

5令幼虫の項で、述べたように，前胸背面の肩に 1対の突起が現れる。このi時期には前胸と

仁!こ1・後胸(趨胸〉の形状がまだ似ているので， この突i@vi ITiJ II~j: Vこ現れた麹芥と{立援，万戸1.1が

同様である (1玄J4 a)。 趨芽は成長とともに方向を変え，大きさをj訴す一万，この突起は形

状を変えないので，終令幼虫になると i持者の差異は Ij)~ らかになる (12:] 4 '"'--' 9)0 Ir:iH誌の 3

ucludaiの終令幼虫にも同様の構造がある。

この突起に相当するものを他の属の中令幼虫で、検したところ }I.{acromiaではよく発達

し，EjJithecαでは陵状の弱い隆起で、あり， トンボIIE利ーでは Lyriothemis，Orthetl・U1nでや

や発達したゆるやかなi凌状の隆起，兵)1mρetrU771，Pantalaでかすかな!凌状のi径であること

がわかった。 この突j起包は，化石昆!虫1土主上k一;ミ:ミ:にみられるいわゆる par刀an

と1キ羽桁、?羽i円守引i向司の器官官，でで、あろ うカか、 ? 

16. オオエプトンボs. v. atro-vu・ensとの比較

尾花標本を検したところ，オオエゾトンボの令数，形態的特徴はエゾトンボと全くよく一

致し大きさにおいても差があるとはし、えないo DJt 1"11 ， fÍJ~(角 i~í]数， JUMWiJ毛数，官llJ京IJ毛数，後

週j芥長を 4令から11令で向TIE程を比較すると表 2のようになる。 j思京IJ毛数と{JIJJ見1IJ毛数が中令

の頃呉なるが，検査1181体数を治せば両者に差異があるかどうかわからなし、。また，触f(Ji~í'j 'fif.

の噌加!の様式は両亜種共通で、ある。

尾花 (1968) によると，飼育の結果羽化した 1化性のオオエゾトンボ成虫は小形で，むし

ろエゾトンボの部類に入れられるべきものであるという。半化性幼虫(幼虫期 2~:Iつについ

ては結果がでていなかったが，筆者が飼育したエゾトンボでは，前述のように 1化性と半化

性の幼虫の間に大きさの差異はなかった。オオエゾトンボのgmを飼育した結果， ):JJ~ Jl)1にお

いても成虫Jmにおいてもエゾトンボと大きさに差異がなかったこと v主分類上注目に位する。
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大きさの差異ーは成育環境の迷いからjl~ り得るので ~î車種の先兵はj宣伝(!Z] に有志;なものである

かどうか続表を安するよう fこjillわれる。
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飼育幼虫によるエソ♂トンボ s.v. viridiaenω とオオエゾトンボ S.7.人 at-

rovirensのl:til安
Tahle 2 Comparison of reared nymphs of Smnatochlora viridi正lelleaVlli-

diacncピ1ancl S. v. a!rovIJ・C7IS.

表 2

後;趨];}-= J去
Hind wing-sheath 

length (mm) 

atr. 

十

十

0.28 

0.40-0.53 

0.86-1.07 

1. 67-1. 87 

3.4 

十

十

0.26 

0.43-0.65 

0.79-1.09 

1.61-1.91 

3. 1-3. 7 

'vn二

浜 I11 JVg ~ilJ 毛数 fJ1.lJ W1J毛数 i
Number ()f Head widlh (111m) nU1l1lJCl .1 Ul Number of 

! 日 l ?立;:z:γγケe引印n川1

己げ竺空竺竺竺己竺竺竺?竺竺ι竺V上W竺一竺Lとfιfと二__. atr~1 
1 I いO.7日 87 0.83 Iシ占シトけ一一一イ4 I 2 

5 I O. 91-1. 09 1. 07 Ij 6 I 2-3 

() I 1. }3-1. 30 1. 28一 1.54 I G 6-7 I 4 

7 I 1. 52-1. 78 L 67-1. 74 I 6-7 ()-7 I 4 

8 I 1. 96-2， 30 1. 87-2. 20 I 7-9 6-8 I 4-5 

9 I 2. 5-2. 8 2， 3-2. 8 I 9一 10 7 I 5-6 

10 1 3. 3-3. 7 3. 3-3， 7 1 11 11 I 6--7 

11 I 4， 4-4， 9 5. 2 11 10 I 7 
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幼虫の習性

エソ1、ンポ幼虫には負の走光1~1::. (宮)11，1969) は見られない。不活発で，飼育条件ではラ

昼間は泥に潜るか朽茶の間に静止:するものが多く，体表には泥土をI¥t]"着しているO 一枚の朽

葉の折れ自に令の異なる数個体が集団で南t1J二していることが震ー々あった。共食いは少ない。

脱皮は泥土ーとで行なわれ，幼虫は脱皮直後，未だ腹部の収縮が起らぬ内に泥土に潜る行動を

起こした11ilil体がある。羽化 4日前に胸部以 i二を水面上に現わした{山本があった。

卵期および幼虫期の長さ

m~ JW 

1967:fi三8)j 24 r=l にJ]if-'Iてされたエゾトンボの~pは20 日後 9 月 14/:J からふ化し女合め， 1968:fF 

3月 91ヨにfiJlij査を打ち切るまでiヌ110に示したヒストグラムのようにふ化が続き 639~I~ の 91%

がこの間にふ化した。このn司の室im¥.v工10
0

C以上平均約 20
0
C に保たれたので，冬期には産

地の温度‘より非常に高い。

1:七 ilfY~のために，同 n寺同月?で観察したネキトンボ Symþetru.m :ψeáoszûn の ~I~J拐を示すと，

ネキトン，):;の~pvl 8 n 30 Il Vこ皮下され， 9 H 後 9YJ8日からふイiニヵサ合まり 12月!二イすにはほと

んど全部のふ化が終った。エゾトンボはネキトンボと比べて切らかに長い卵期をもっ。

[Il;j種のふ化l:l:llK~ítには共通に 2 つのピークが現われた。第 1 のピークに代表される群の ~Iq の

割合はエゾトンボで50%，ネキトンボで80%であった。この 2つのピークは，それぞれの種

で最短ふ化所要日数を 1 単位11寺 IÎ~l とすると，同種とも 1 単位時l'k~自と 5 単位fl寺問自に現われ

たことは興味がある。これまでトンボのふ化曲線に 2つのピークがあることは報告されてい

ない (Corbet，1962)。 このような結果になったのは， 卯が塊状に集まっていたため表層と

1. 



1971 ':¥)11幸三: エゾトンボの生日ijlと

ι ょン
9 '67 10 1 1 12 1 '68 

図10 ふ化のヒストグラム

Fig. 10 Frequency ()f hatch of an egg-batch simultaneously dep(川 itedby 11 

single female insect 
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2 

中央で卵が受け、た沼環境要素に違いがあソたからかもうJlれないが，現在尖!験的検;flF(にt行なー〉

てない。

2 幼虫 jtJ]

飼育したエゾ、トンボの幼虫j誌を 8令以上の令;誌の幼虫がみられたJtJ]11，\1 で‘ 1~111 に示した。ふ

化した翌年の 4 月中に 9 令に達していた11~1体は全て 6 月に羽化し 4 J=J l'こ8令以下の令期に

あったものはその年十二羽化せず， 9 '"'-'12令で 21TI11:'1の法冬をした。 21可j也冬した幼虫はふ化

の翌々年の 4月(1こは 9'"'-'12令の令jtJ]に達し， 12令のものは 5 ・ 6 月に羽化した。そのll~j:12令

に達していなかったものは行方不明になった。

終令に達した僧体は 1化性 8liJi(766，1 ♀)，半化性lODJi(3 6 6， 7♀♀〉で，その

うち正常な羽化を完了したのは表 3に示したように l化性 5~jJi (舎のみ)，半化性:3yJ'( (♀ 

のみ〉であった。羽化日の遅平はふ化日の遅中ーによって決定されなL、。 また維のJyがIHitより

も速く成長すると¥;、ぇょうか。

9 令以後の成長速度~t 1化性幼虫で、は1181体差が小さく斉一である。三r二11こ1't幼虫の場合は 2

4三百の 8月末に9令， 10月に10令， 12月に11令のものが最も多い (1文112)。 このうち成長の

速いものは 8月末に10令， 10月中旬に12令に達していた。半化性幼虫の成長経過をみると，

8 月 I~二I にIl~~皮するものがなかったことは輿'*深い。この現象はコシアキトンボで、も同様にみ

られたことである。おそらくこの現象は高品かそれに関連した環境要素の11;111浪で起こったと

， 4 I I 6 I I 4 I I 6 j 

EM王RG. 幽醐明 EM幽町

M正TAMORPH. 脚園 ME幽幽幽

I N S T A R 1 2 (U L T. )幽幽凶町田幽 12 

11 醐阻画岨因調幽 11 

10 10 

9 
t .l" 

幽輔圃つ

8 
'67 '68 '69 

I 10 I • 12 I I 2 I '4' ‘6 ・・ 8 ・‘ 10 I ‘12 I I 2 I I 4 I I O I 

HATCH 

図11 全幼虫の成長経過を現存の令で示したもの

Fig. 11 Distribution of nymphal instars obtained from an egg-batch simulta-

neously deposited by a single female insect. 



44 :#-1i 平 wf 、.~Ii ;;r~ 4 巧 1971 

表 3 ヰ!化{!，IHノドの}成長!W~

Table 3 Growth of nymphs completeJ emerどencc.

1ft 羽化 [:1 終令う'IJ注目 ふイヒ iヨ

Sex Dれteof Date of Date oi 

emergence penultimate hatching 
moulting 

合 5. 6. 68 27. 4. 68 20. 9. 67 

閉-化口宮~口4 

合 6. 6. 68 23. 4. 68 14 9. 67 

合 14. (). 68 23. 4. 68 14 9. 67 

合 18. (). ()S 26. 5. ()8 25. 12. 67 

o 27. 6. 68 29 5. ()8 20 9. ('i7 

♀ 1. 6. 69 12. 10. 68 20 9. 67 

四化3占吉ω E ♀ 1. (). 69 16. 12. 68 26. 11. 67 

♀ 19. 5. ()9 14 3. 69 7. 12. ('i7 
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図12 半化 I~I:幼虫のふイヒ斗i!年のJRJそ経j品

Fig. 12 Frequency of nymphal instars cluring July ancl December of next 

year from oviposi1.ion， st. instar 

Jæl， 1つれるがコシアキトンボのj劫合同じIl~î:JVJvこ若令の幼虫はmoJ文するから， このような〕荒立主要

素に対する反応、は令j切によって異なるのかも知れない。

)毛花(1968) によると s.v. atrovirens は 6 月 18 日産JVI~ ， 1イt/I生となったものは 5FJ に

羽化，半化性のものは11令以下で 2回目の越冬をしたという O また木知1)(朝比奈1959) は同

種を飼育した結果フ半化性幼虫〈えh~W] 27ヶ月〉を得たという。 Robert(1959) によると

i次産~ífI S. metallicaは6月29日産卵 6令で越冬， 11令で 21耳目の魁冬をし， ふ化 2 年 I~l

の 7月2 1=1 に沼化したとしづ。本程飼育幼虫の幼虫Jmn~'J はこれらの近縁程の場合と大休一致

する。

また，本~ffiの幼虫JUJを AnαX i?7ψerator (Corbet， 1957) および Pseudothemis(宮)[1， 

19(9) と比較すると，半化性幼虫が 2回目の越冬をするときの令JUJの分布が本程で最も広い O

なお，今回本経の半化N:.幼虫としてlly.扱ったもののうち成長のおそいものは前述のように行
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方不明]となったカに もし生存を続けたならば幼虫J~Hこ 3 年を要したかもう1211れなし、。 このよう

に本積の成長速度は~I:'lí~ ~こ不斉ーである。

γ ェノレフォー F‘の耐忍の法HlJから考えると， F日5涼定着i性きヨ生i七iの3強強d虫i比し、本哲稀(の幼3虫:を{低i託山u地白で.:n呉己r引f?常i;J
く飼脊育-でで、きたこと lは1主主， 本経の分布を 11~1jli1えする要素が幼虫101に働くものて、、v土なし、ことをが

すものであり， 耐忍限界が広し かっ， 移動力の大きいJiX:DリtJJに本午tTiがFIJj伎の好

む，ある(，、は余儀なくさせられるのか興味ある問題である。

51 用 文献

安藤総・官)，I幸三(1969) ムカシヤンマ TどlJl)少ter)ぽ ρりJeriSELYS (Odonata， Peta-

luridae)の幼虫JOJについて。束教大古:王子研報， 3 1-9 

朝比奈正二郎 (1959). jq)産エゾトンボクソレーフ。の Itz~;~~\幼虫の分類。 TOMBO 11 0/2: 7 

一一10)

Corbet， P. s. (1957). The life-history of the emperor dragonfly /171ピ1.1.: imtβratο1・

Leach (Odonata : Aeshniclae). J. Anim. Ecol. 26: 1 ---69 

(1962). A biology of c1ragonflies. ¥へ1itheτby.

官)11幸三(1969). コシアキトンボ PseudothcmisZOJ7ωυ(Burm.)の住所史の研究1I， 

幼虫JtJJ。昆虫， 37. (4) : 409-422 

一一一一一一 (1970) ハラビロトンボ LyJソ:othemis戸7chypJlstraSelys (Odonata， Libel-

lulidae)の生活史。昆虫ラ 38. (3): 239--245 

尾花 茂(1968) 飼育メモ (4)オオエソο トンボとハネピ lコエゾトン rについて。じracile

7 : 1-4 

Robert， P. A. (1959) Die Libellen (Odonaten). Kummerly & Frcy， 

Snodgrass， R E. (1935) Principles of insect morpholog)ヘ McGra¥v-Ilill 

SUMMARY 

The Life-history of nymphal stages of Somatochlora -vu・1・dz山mea'uirulI正h?!lCα15

described with the specimens reared at the laboratory condition with speciaJ account 

of external morphology and the rate of developmentラ includingcomparative morphology 

of the young stages of S. viridiaeneピiatroυz7司ens.

The observations and results are summarized as follows: these two subspecies， 

-vin:diαenea and αtrovIJ・ens，have 12 nymphal instars. l'vlorphological characters are 

presented in五guresand tables. As is shown in Table 2， no differences were found 

between them 

There is a pair of processes on head dorsum， bearing at their tops a spine-like 

seta in the 1st instar， which later is replaced by ca. 4-5 hairs from the 2nd instar 

onwards. The processes degenerate at the 8th instar 

The antennal segments increase from 3 to 7 by 4 time divisions of flagellum 
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the五rstdivision ocurring at the apex of the single segment， the seconcl at the clistal 

segment， the third and fourth at the basal segment. This change agrees with that 

of Lyriothemis and differs from that of the other Libellulids studiecl 

On the tergum of prothorax a pair of processes or lobes appear in the 5th instar 

as well as laterally pointed wing-buds on the meso- and metathorax. This structure 

does not develop {urther but is present through the remaining nymphal lif e. Gonapo-

physes come into sight in the 10th instar at the center of sternum of 9th abdominal 

segment. 

The hatching-fr・eguenciesshowed bimoclal pattern， which were a1so observed in 

Symtetrμm 5teaosum. The nymphs are inactive and do not show negative phototaxis 

as 1S observed in Pseudothemis. Both univoltine and semivoltine nymphs ¥九rereobtain-

ed from an egg-batch deposited by a single female. No correlation is found between 

the duration of embryonic period and that of nymphal periocl. 

(7幻11平三 JIIi1A市今宿1024 1024， Imafuku， Kawagoe， Saitama Prefectuτe) 
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